
モダン ・ダンスの定義 に関す る研 究

片 岡 康 子

1 序 論 問 題 提 起

 19世 紀 末 か ら20世 紀 へ の転 換 期 に 、 ニュー ・ダ ンス、

ノ イ エ ・タ ン ツ、 フ リー ・ダ ソス な ど と呼 ば れ る新 しい

舞 踊 が 、Laie Fuller、Isadora Duncan、Ruth St.

Denisら に よ っ て出 現 した。 この3人 の うち 誰 か を他

よ りも重 要 で ある と価 値づ けるこ とはで きない。Duncanと

St. Denisの2人 が共 にモ ダソ ・ダ ンスの 誕生 に欠 くべから

ざる人 物 であった ことは、自明 のことで あ り、多 くの舞 踊家 の
(1)

証 言 か ら もそ の事 実 を確 認 で き るが 、Fullerも 忘 れ て

はな らない存在で ある。DuncanとSt. Denisが 共 にFuller
(2)

の偉 大 さ と影響力 を認めているように、3人 共 同様 の価値

と必要性 をもった人物 であ った と考 えるべ きで あろ う。

すなわちSt. Denisが 言 ったよ うに、3人 が現代 の舞踊の
(3)

母体で ある と結論づ けるこ とが正統 である と思 われる。

アメ リカの歴史家ハ ム リンは、多様な個 性が開花 した

世 紀末 の芸術運動 において、お互いに共通す る ものとい

うのは、伝統的な もの、 あ りふれた もの に対 す る強い反
(4)

抗の性格 だけだ と指摘 してい るが、確 かにモダ ン ・ダ ン

スの母体 である3人 に共 通 してい るものは、転 統主 義 と

の訣別」 を理念 とした 「新 しい時代の新 しい 芸術」の創

造 であ った。

 しか し、出発点 とな った この3人 もや がて急速に、後

代の舞踊家 たちによって弘否定される。確かに芸 術の歴史に

おいて変化は不可避 的 であ り、必須の ことであ ることを

認 めな ければな らない。第一次世界大戦 よ りもず っと以

前に彼女 らが新 しい舞踊 を打ちだ しで以来 、人 々が変 っ

て きた と同様 に時 もまた変化 した。第 一次世界大 戦 とい

う革命的 変動 にもまれ、人間は外界 と否応 な く対 決させ

られ るよ うになった。 人間が各 々自己 を代表 し'てす べて

の関係 を定 めるこ と、すな わち自分 の対 す る世界への姿

勢がそ こに求 められて くるのである。 その結果 、芸術は

単 な る自己 表現 以上の もの、この現実 に生 きる実存的自

己 の告白へ と表現の姿 を変 えてい くので ある。 こうして

モダ ン ・ダ ンスの時代が到来す る。

1920年 、WigmanはLabanか ら独 立 して ドイ ツに舞 踊 学

校 を設 立 し、1926年Grahamが ア メ リカ で デ ビ ュー し、つ

い でHelen Tamiris(1927)、HumphreyとWidman(1928)

が デ ビ ュー した。 さ らに1933年 、 モダ ン ・ダ ンスについて

論 述 した初 めての文献 といわれる。J. Martin:The Modern

Danceが 出版 された。 この書 の中でMartinは1920年 代 に

出現 したWlgman、 Grahamら の舞 踊 をmodern dance

と名 づ け次 の よ うに用 語 規 定 してい る。

「inodern danceは.contemporary danceと 同 意 語 で は

な い 。 と い う の は 、modern danceはcontemporary

danceを 包 括 した 用 語 で は な い か らで あ る 。 ……明 日 も し

新 しい 舞 踊 形 式 が 出 現 す る と 、それ は も はやmodern dance

で は な く 、cqntemprary daneeで あ る(5)。」modern

danceと い う用 語 に よってclassic danceで もromantic

danceで も な い 舞 踊 形 式 を 意 味 す る こ と に な る 。

Martlnの い うromantic danceと はDuncanら の舞 踊 を

意 味 し、modern danceをclassic danceとromantic dance

の 両 者 に 対 す る もの と して い る。 さ ら に工M訂tinの モ ダ ソ
(6)

ダ ンス の定 義 は次 の よ うな 内容 を もっ て い る。

モ ダ ン ・ダ ン ス は 、1920年 代 にclassic dance、

romarttic danceの 両 者 に対 す る変 革 と して ドイ ツとアメ リ

カ に 出現 した 舞 踊で あ り、 それ はWigman、Grahamら

に代 表 され る 。

 モ ダ ン ・ダ ン スの 目的 は 、舞 踊家 の 美的 ・情 緒的 観 念

の伝 達(内 面 性 の伝 達)に あ る。

モダ ン ・ダ ンス の媒 体 は 、情 緒的 体 験 の結 果 と して の

統 合 的 なmovementで あ る。 モダ ン ・ダ ンス は、 こ の よ
(7)(8)

うな運 動 の特 性 であ るmetakinesisとdynamisniの 強 調

に よ って 、個 人 の 内 的 生 命 を運 動 に反 映 させ 、舞 踊 家 の

肉体 を実存 的 存 在 と した。

モダ ソ ・ダ ソ ス の表 現 方 法 は 、媒 体 で あ る運 動 を、 目

的 を遂行 するよ うに配 列 した時 空 間 形 式 である。 こ の有 恵 義
(9)

なformに よ って 、 モ ダ ソ ・ダ ソス は芸 術表 現 とな る。

Martinは モ ダ ン ・ダ ンス が 前 衛 で あ る時 代 か ら、 そ

の 芸 術 性 を高 く評 価 して 強 く支 持 し、また鋭い示 唆 によ っ

で モ ダ ン ・ダ ン ス を芸 術形 式 と し て確 立 させ る方 向 に 導

い た 人物 で あ る。

このMartinの 定 義 は モダ ン・ダ ンス をclassic dance

とromantic danceを 超 え る もの と して と らえ、 その 目

的(内 面 性 の 伝 達)と 成 立 要 因(movement、meta-

kinesis、dynamism、form)を 明確 に して い る点 にお い て

注 目す べ き もの で あ り、 こ の定 義に よ っそ 舞 踊 の近 代 化

を考察 す る拠 点 を定 め る こ とが で き る。 すな わ ち、 舞 踊

を時 代 に生 き る人間 の もの とす るた め に は、 内 面性 を伝

達 す る にふ さわ しい 形 式 を獲 得 す る こ とが先 決 で あ り、

それ はWigman、Grahamら に よ って初 め て達 成 さ れ た こ

と を確 認 で きる と思 わ れ る。
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II 研 究 目 的 ・方 法

 本研究 の目的は、閤 題提起 したJ.Martinの モダ ン ・

ダンスの定義の正当性 を問い つつ、さらにモダ ン ・ダ ソス

の定義 を考察す る ことにある。定義 の正 当性 に関する一

般的 な規制 として、(1)循環 をさける こと、(2)ある定 義の

結果矛盾がでればその定義は無効 となる、(3)ある定義 で

は説明 しえない事例が でれば その定義は 不十 分である、
(10)

とい う3つ の ことがあげられる とされてい るが 、今回 は

モダ ン ・ダ ンスの定義 にふれているその他 の文献 を考察

す るこ とによって、 目的 の第一段階 をすすめ た。

III モ ダ ン ・ダ ン ス の 諸 概 念 と 定 義

1. Virginia Stewart

V.Stewart&M. Armitage ed.: The Modern Dance,

P.P. Xi-Xvi、1935. Dance Horizons、1970.

モダ ソ ・ダ ンス は ドイ ツで1920年 頃起 り、10年 後 に ア

メ リ カで起 った。 共 に 同 じ理 想 をか か げ て い るの で 、 そ

の 技 術 的基 盤は 規 格 的 で な い 自 由な 運 動 に あ る といえる。

そ の 理 想 とは 「内 的体 験 を、 す で に あ る もの や教 え られ

た もの で は な しに、 す で に あ る規 制 や 制 約 に と ら'われな

い運 動 に よ って 表現 す る」 とい う こ とで あ る 。

モ ダ ン・ダ ンスはclassicとromanticの 伝 統 が も って

い る不 自然 さ と形式 の 欠 如 ゆ え に、 自然 な運 動 と形 式 を

も った ダ ンスが 強 く望 ま れ て 出 現 した。 そ こに は機械 化

に と もな う人間 疎 外 な ど の社 会的 背 景 が あ る。 とに か く

ドイ ツで もア メ リカ で も、 人 々は 肉 体的 緊 張 や 精 神 的 疲

労 、 自 由 を奪 う拘 束 感 が あ り、 リズ ミカ ル な運 動 活 動 が

必 要 とされ 、発 見 され た。 そ の結 果 、 若者 た ち は解 放 と

表 現 の 機 会 をもつ こ とが で きた 。 これ が モ ダ ソ ・ダ ンス

発展 の 理 由 で もあ り、 モ ダ ン ・ダ ソス が 自然 な運 動 と形

式 を も った 入 間 的表 現 手段 で あ る理 由で もあ る。

 モ ダ ン ・ダ ソス は 言語 に お きか え られ な い、 明 確 に と

らえ られ ない情 緒 的 ・知 的 体験 を、身 体 運 動 とい う不合

理 な媒 体で 表現 す る。 ダ ン スの 目的 は、 これ らの不 可解

な精 神 的 衝 動 、深 く感 じられ る が 説 明で き な い情 緒 を運

動 へお きか える こ とで あ る。 した が っ てダ ソ ス のmove-

mentは 言語 や パ ン トマ イ ム で は表 現 ・伝 達 不 可能 な 情

緒 をあ き らか に す る。

 モ ダ ン ・ダ ンス は個 人 の 見解 で あ り体 系 で は ない。 こ

の 見 解 の も とに あ る原 理 は、 情 緒 的 体 験:は運 動 に よ って

表 現 で きる とい う こ とで あ る 。

2. Paul Love

P. Love: Modem Dance Terminology、 Kamin

bance Pub.、1953.“Modern Dance”、P. P. 55-58.

 モ ダ ン・ ダ ンス の基 盤 はDuncanに よって 直 観 的 に、 理

論 的 に打 ち 立 て られ た。Duncanは 自然 の運 動 と リズ ム に

立 ち 返 り、後 にモ ダ ン ・ダ ンス が 基 礎 とす る 動 的 原 理

(dynamic principle)を 主 張 した。 そ れ は、 ア メ リカで は

St DenisとTed Shawnに よって 保 持 され た。 彼 らはデ

ニシ ョーツ ・ス クー ルで若 い 人 々 を刺 激 し、動 き の多 様 さ

と様 式 を教 え、音 楽 の 視 覚化 を通 して フォー ム を見 出 す

試 み を した。 や が て ドイ ツで はLabanとWigman、 アメ リ

カ で はGraham、 Humphrey、 Weidmanら が モ ダ ン ・ダ ン

ス の技 術 と形式 構 造 を見 出 した。

 理 論 的 に は 、 モ ダ ン ・ダ ソ ス の 基礎 はdynamismで あ

る。 これ は ベ ル グ ソン の い う矛 盾 概 念 で あ り、相 反 す る

2つ の もの のぶ つ か りあ い で あ る。 例 えば 収 縮 と解 放 、

落 下 と上降 、緊 張 と 解 緊 な ど 、 これ らは 自 然 の リズ ム

(最 初 は 文字 通 り波 の リズ ム 、呼 吸 の リズ ム な ど とい わ

れ てい た)か ら考 えだ され た 。

 技 術的 に は 、運 動 が ダ ン ス の本 質 とみ な さ れ、 身体 は

手 段 で あ る。 あ ら ゆ る運 動 は中 心 の源 泉か ら起 ウ、胴 体

に統 制 力 を も た ら し 、関 節 の動 き を自 由 に す る。 中心 か

ら起 る運 動 は 機能 的 で 情緒 的 な 意味 の含 み(metakinesis)

を もっ て い る。

 時 間 ・空 間 ・ダ イ ナ ミズ ム ・メ タキ ネ シス はダ ン ス ・

デ ザ イ ン を創 りだす 要 因 で あ る。 モ ダ ン ・ダ ソス の媒 体

は身 体 の運 動 で あ り、そ れ は 自然 の リズ ム に基 礎 づ け ら

れ る。

 こ の身体 運 動 の 目的 は 、運 動 に よ って表 現 で き る情 緒

的 ・知 的 態度 す べ て に表 現 を与 え る こ とで あ る。 古 典 パ

レェ の よ うに厳 格 な法 典 とい った もの は、 モ ダ ン ・ダ ン

ス には な い 。 け れ ども 、 あ らゆ る個 人技 法 の 基 礎 に は 自・

然 の リズ ム か ら構 成 され た 両極 性 がみ られ る。Graham

の収 縮 と解 放 、Humphreyの 落 下 と上 降 、Wigmanの 緊

張 と解 緊 な ど。

 モ ダ ン ・ダ ンス の開 拓者 の個 人 の体 系 を融 合 した普 遍

的体 系 が で きる な らば 、 そ の時 モダ ン ・ダ ンス は バ レエ

の 現在 の よ うに堅 固 な もの とな り、広 く受 け いれ られ る

よ うにな る で あ ろ う。

 モ ダ ン ・ダ ンス の構 造 成 分 は 動 き の フ レー ズ ー初 め ・

な か ・終 り を持 った 運 動 の結 合 で あ る。 動 き の フ レー ズ

はた だ そ れ だ け です ば ら しい芸 術 思 想 の 単位 で あ る。 そ

れ は ダ ンス作 品 の 構 成 に おい て一 度 だ け示 され るの は ま

れで 、 常 に く り返 され る。 そ れ は 反復 され た り、変 形 し

て発 展 的 に く り返 され た りす る。

 モ ダ ソ ・ダ ンス の作 品 構 成 の 型 は まだ 実験 段 階 に あ る

とい え る。 現 在 この こ とに つ い てあ る 定義 を与 え うる の

はHumphreyの み である。モダ ン・ダ ンスはDuncanに よ っ

て情緒 的 刺激 を、 デ ニ シ ョー ソに よ っ て劇 的 質 を与 え ら

れた 。 ア メ リカ人 は 作 品 の構 成 に あた り、 まず 音楽 の 視

覚 を試 み た。 運 動 そ の も のか ら展 開 され た作 晶 構 成 は 、

Grahamら がデ ニ シ ・ー ソ を離 れ て独 自の 道 を歩み 出 す

1925年 ま で 、 ア メ リカで は あ らわ れ な か っ た。

 作 品構 成 の 発 展 に欠 かせ な い の は、 ダ ソ ス ・ノー テ イ

シ ョンの 体系 で あ る。 そ れ に よ ってダ ンサ ー は記 憶 に 頼

る こ とな くダ ンス を記録 で き る。 この点につ いてLabanの

ノー テ イ シ ョンは す ば ら しい貢 献 を した。

 上述 の 内容 を よ り簡潔 に ま とめたP.Loveに よるモダ ン ・

ダ ソス の定 義 が,「Dance Encyclopedia、P.635, Simon

and Shuster、N. Y.1965.」 に の っ て い るの で 次 に 引用 ナ

る。
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 モ ダ ン ・ダソスはdynamlsmに も とつ い た ダ ンス形 式

である。dynamlsmと は収 縮 と解 放、落下 と上 降 のよ うな2

極 間 を揺 れ 動 く力 の 対 立であ り、 自然 の リズ ムか らつ く

られ る。 技 術 的 に み る と、モ ダ ン ・ダ ンス の 本質 は運 動

で あ り、身 体 は 素 材 で あ る。 あ らゆ る運 動 は、 力 を支 配

す る 中心 で あ る胴 体 か ら起 り、 心 理 的 ・精神 的 意 味 の 含

み(Metaklnesls)を も って い る。

 ま たP.Loveは 、『Stewart、 Armltage ed.: The Mod-

ern Dance、P.51、1935.』 において、次のようにのべてい る。

 Graham、Humphrey、Weldmanら に とって、バ レェ技 術

は無 意 味 で 不 自然 で あ った。 そ してromantlcの 自己表現

は タ ブー で あ った。 彼 らは、 ダ ンス は建 築 の立 体 性 と機

能 性 を備 えた形 式 を もって い な け れ ば な らな い し、ま た

運 動 の み が表 現 で き る何 か を表 現 しな け れば な らない と

理 解 して い た 。

5. Louis Horst

Horst & Russel: Modern Dance Forms、RP.16-

22. Impulse、1960.

1920年 は ドイ ツに 新 しいダ ソス の 出 現 した 年 で あ る。

そ の10年 後 に大 きな変 化 が ア メ リカ に お い て も起 った。

ダ ン カ ソは この 新 しい ダ ンス の 先駆 とな り伝 統 を打破 し

た 。 装 置 、 音楽 、 扱 術 、 そ の 他 の慣 習 を打 ち破 り、シュー

ズ をぬ ぎ素足 に な っ て 大 地 と密着 した。

 現 在 の モ ダ ン ・ダ ソス の 創始 者 たち は2つ の形 式 に顔

をそ む け た。 す な わ ち 、 パ レェ の技 術 主 義 とDunc anら の

舞 踊 の 形 式 の欠 如 に対 して で あ る。

 モ ダ ン ・ダ ンス の創 始 者 と継承 者 た ち は 、原 始 人 が 肉

体 に対 して も って い た 関 係 を と りも ど した。 現 代人 か ら

消 え去 っ て しま って い た 日常 的動 き の筋 肉 の 緊 張感 で あ

る。 これ は、 パ レェ ・ダ ンサ ー の線 とか バ ラ ンス 、 そ し

て役 柄 の演劇 的 描 写 な どの 認 識 に よ る もの で は な い 。 肉

体 の各 部分 、 肉体 全体 の 力 、そ して 肉 体 が デザ イ ン を描

く空 間 な どに対 す る 内的 感 覚 で あ る。 この 感 覚 を身 につ

け る方 法 や 、伝 達 の た め に訓 練す る方 法 を見 出 す こ とが

大 き な 問題 で あ った 。

 ド イ ツ とア メ リカ の モ ダ ン ・ダ ン スは 両者 と も、 あ り

ふ れ た 日常 の動 き を抽 象化 す る こ と に よ って 芸 術形 式 を

つ く りあ げ た。 や が て 、 そ の動 きは象 徴 とな り、想 起 を

通 して観 客 に感 情 をひ き起 す。 舞 踊 に対 す る反 応 は、 内

面 的 根 源 の 直観 分 野 に関 る も ので あ り、 これ は す べて の

芸 術鑑 賞 の源 で あ る。 した が って、 ダ ンサ ー は 肉体 と精

神 の感 受 性 を完 壁 に しな け れば な らな い。

 モ ダ ン ・ダ ン ス の トレー ニ ン グ法 は 多 種 多様 で あ り、

舞 踊 家 と同 じ く らい 多 くの 身体 技 術 が あ る。 モ ダ ン ・ダ

ンス の ダ ンサー は「tenslonとrelaxatlon」 「fanとrecov.

ery」 、「contractlonとrdease」 とい う原 理 に も とず い た

動 き を提 唱 し てい る。 これ に対 し、 ク ラ シ ック ・バ レエ

は 背 中 に 重 心 が あ る と い う原 理 を も っ て い る。 肉 体 の種

々な部 分 の 動 きの 融 通 自在 性 は、生 活 体 験 と同 じ くらい

広 い 表 現 の範 囲 を動 き に もた ら した。 ま たモ ダ ン ・ダ ン

スは ス ピー ドと強 烈 な 緊 張 と不 協 和 音 をも ち こん で 、肉

体 をdynamlcsに 変 え る技 術 を訓 練 し、力 強い 構造 をもっ

た運動に よって、その 時 代 の 動 向 を反映 した表 現 をす る。

モダ ソ ・ダ ソ スの 動 きは 、衡動 とか欲 求 とか生 きてい る

人 間 の 反応 を、美 的 形式 に 表 現 す る た め に抽 象 化 さ れ る

の で あ る。

4. Olga Maynard

Olga Maynard: Amerlcan Modern Dancers、P.3-

P.11、Atlantlc-Llttle、Brown、1965.

“modern”で あ る アメ リカ の ダ ンス は20世 紀 に発 達 した

ダ ンス で あ り 、新 しい 現 代 の もの で あ るの で “modem”

と名 づ け られ た 。こ の モ ダ ン ・ダ ンス は 、パ レ ェの よ う

に人 間 の運 動 の 可能 性 にもとついて 科 学 的 につ くられ は し

な か った。 モ ダ ン ・ダ ンス は精 神 か ら そ の形式 をひ きだ

した。 精神 とは既 成 の ダ ン ス様 式 を使 わ ず に、 新 しい文

体 を工夫 した ダ ンサ ー た ち の個 人 的 ・内 的 声 明 で あ る。

20世 紀 の ダ ソス は ダ ン カ ンに端 を発 し 、ヨー ロ ノパ と

ア メ リカで 平行 して 発 達 した。 モ ダ ン ・ダ ソス は そ の時

代 の社 会 的 ・芸 術 的 慣 習 に対 す る反 逆 と して始 った。

 モ ダ ン ・ダ ソス はひ とつ の精 神 あ る い は哲 理 で あ ったb

開拓 者 の モ ダ ン ・ダ ンサ ー たち は 、 そ こか らインス ピレー

シ ョ ンをひ きだ した。 芸 術 形式 と しての モ ダ ン ・ダ ンス

の形 式 や構 造 は 、 これ らの人 々の個 人 的 な 原理 か ら序 々

に発 達 した。 これ ら のダ ンサ ー の心 の表 明 や個 人的 考 え

は 、運 動 とい う手段 で表 現 され た。 そ の運 動 か らモダ ン

・ダ ンス の様 式 が つ く られ たの で あ る。 す なわ ち 「モ ダ

ン ・ダ ンス は運 動 の様式 で あ る と同 時 に心 の 状態で ある」

そ して、形 式 的 構 造 はdynamlsm、metaklnesls、move-

ment、formの 要 素 か らつ く られた。

 モ ダ ン ・ダ ンス の 作 品 は 娯 楽 とい う よ りも知 的 興味 の

対 象 と して認 め られて い る。

 しか し、 今世 紀 の 初 期 に新 し か った様 式 は今 や よ く知

られ た一般 的 な も の であ り、 もは や 璽“modern”と い うタ

イ トルは そ の形 式 に ふ さ わ しくな い。 よ りふ さわ しい タ

イ トルが な い の で、 こ の “modern”と い うラベ ル は 、パ

レェ 、 民俗 舞 踊 、 民族 舞 踊 で は ない ダ ンス と区 別 す る た

め に 、続 い て使 わ れ て い る。

5. Se: Ima Jeallne Cohen

S.J. Cohen: The Modern Dance、P.3-P.14、We-

sleyan Umverslty: Press、1965.

 モ ダ ン ・ダ ンス は かっ ては 多 様性 を誇 って い る が 、信

念 につ いて の原 理 を共 有 す る同質 の存 在 で あ った。今 日、

そ れ は か な りあい ま い に な った。 多様 性 が明 確 な差 異 を

示 す よ うにな り、 モ ダ ン ・ダ ンスは い くつかに分 れてい っ

た。 そ こで これ ら全 て が ひ とつ の名 前 で く く られて 良い

もの か と疑問 に思 い 始 め た。 従 来 の定 義 で は現 在 の 状 況

を と らえ きれ な くな っ た の で あ る。

 例 え ば 「素 足 のダ ン ス」 「表 現 的 ダ ンス 」。しか し時 に

は シ ュー ズ をは く し、 あ る 人 々は 表 現 を否 定 して い る。

ま た もっ と柔軟 な定 義 「伝 統 的 慣 習 か ら の自 由 」 に して

も 、何 の 伝統 か らの 自 由 なの か 、無 視 も自 由 に 入 るが そ

れ らもモ ダ ソ ・ダ ンス にす る の か とい う点 で 疑 間があ る。
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今 日にお い て は 、 これ らの定 義 の どれ もが 実 際的価 値 を

もっ て いな い。

1933年J. Martinは 、 モダ ン ・ダ ンス は あ る見解 で あ

る との べ たが 、た しか に モ ダ ン ・ダ ソス の 動 きは個 人的

体 験 を外 面化 す る ため に つ く られ た ので あ り、 ス ペ ク タ

ル の た め で も 自己 表 現 の た めで もな か っ た。 モ ダ ン ・ダ

ンス は個 人 的 な 情緒 の み な らず 、真 正 な情 緒 を外 面化 し

具 体 化 し伝 達 す る もの で あ る。

 ま ず 、DuncanとSt.Denisが 表 現 の 自 由 を求 め る ダ ソ

ス の様 式 に向 って進 ん だ 第1世 代 で あ る。 そ の20年 後 、

GrahamとHumphreyに よ って 全 く様 相 は変 化 した。 甘 く

軽 や か な アプ ロー チ を拒 否 し、 現在 とい う時 代 に深 く根

ざ し てい った。 つ ま り、 第2世 代 は ク ラシ ッ ク ・バ レエ

の み な らず 、Duncan、Denishawnに も反 逆 した ので ある。

第 ¢世代 は ダ ンス は現 代 を表 現 す る伝 達 手 段 に な り うる

こ とを主 張 した。

 GrahamとHumphreyは 、人間 の原 初 的 本 能 に関 連 した

運 動 の 源 泉 をさ が し求 め た。 そ してDuncanが 自然 を源 泉

と した運 動 に よ って 喜 び ・悲 しみ を表 現 した の に対 し 、

モ ダ ン ・ダ ンス は そ れ以 外 の情 緒(罪 、苦 悶 、後 悔 な ど)

を表 現 しよ う と し、 そ れ を具 体 化 す る動 きの 言 語 を必 要

と したの で あ る。 そ こで1920年 代 に再 び最 初 か ら出 発 し

直 した。

 Graham、Hhmphrey以 来40年 間 に、 モ ダ γ ・ダ ソス は

著 じる しい発 展 を した 。 主 題 は 変 化 し、技 術 も発 展 した

が 、 モ ダ ン 。ダ ンス は ま だ個 人 的 体 験 の伝達 で あ る。 し

か しこれ に あて は ま らな い人 々が で て きた 。 何 が そ れ ほ

ど異 って い る の か とい う と、 ま さに す べ て で あ る。彼 ら

は情 緒 的動 機づ け を作 品 創 作 の 過程 か ら と りの ぞ き、 何

か を表 現 す るダ ンス ー と くに感 情 を表現 するダ ンス を嫌 っ

た 。彼 らが ダ ン ス体 験 と して主 張 す る唯 一 の もの は、 運

動 の質 の体 験 で あ り、情 緒 的 体験 で は な か った。 つ ま り

感情 も ドラ マ もな くな り、運 動 の イ メー ジ(kinetic-

image)だ けが 存 在 す る。 これ に 対 しダ ンス を非個 性化

す る とい う反 論 が あ るが 、 彼 らは ダ ンス の 媒体 と して人

間 の 肉体 を用 い る以 上 、そ の 芸 術 が 非個 性化 す る こ とは

な い と答 え る。

 新 しい人 々は 、 モ ダ ン ・ダ ンス は 非常 に劇 的 に な って

一種 の パ ン トマ イム に な った とい う
。 そ して 運動 そ れ 自

身 の 美 しさが 忘 れ られ 、 単 に 物 語 を語 る手 段 に な り 、運

動 の価 値 が 低 下 した と し、 運 動 そ れ 自身 を 目的 と した運

動 をつ くる こ とに よ って 、ダ ンス を運 動 の真 の領 域 につ

れ も どす こ とを使 命 と考 えた の で あ る。 この よ うな概 念

は 、 モ ダ ン ・ダ ン ス の 独 自 性 とは 全 く異 っで い る よ うに

思 われるが、この新 しい人 々をDuncan、Denishawn、Gra-

ham、Humpreyと 同 じに考 え て よ い の か疑 問 で あ る。

 しか し、や は りモ ダ ン ・ダ ンス は ひ とつ の見 解 である。

つ ま り現 代 世 界 に お け る芸 術 の 機能 に向 う姿 勢 で あ る。

世 界 が変 化 す る時 、モ ダ ン ・ダ ンス も変 化 す る。何 故 な ら

シ ソ ボ ル はそ れ らが認 識 され る よ うに な る と、隠 れ た真

実 を よび さま す 力 を再 び 失 う。 そ の時 、 シ ン ボ ル は再 び

活 気 づ け られ な けれ ば な らな い。 シ ンボ ル と して充 分 に

機能 す るた め に、破 壊 され 、再 創造 され る こ と さ え必 要

で あ る 。 も しも この こ とが起 らな い ので あ れば 、モダ ン ・

ダ ソス は “modern”で は な い。

 つ ま り、 モダ ン ・ダ ンス は常 に偶 像 を破 壊 す る芸 術 な

の で あ る。

6. Richard K: raus

R.Kraus:History of the Dance、P.137-P.169、

Prentice-Hlall、1969.

 Duncan、Denishawnら が まず 新 しい ダ ソ ス を示 した。

しか し、1920～1930年 代 初 期 に あ らわ れ た舞 踊 家 の一 群

が、 最 初 の モ ダ ン ・ダ ソサ ーで あ った とい え る。Graham,

Humphrey、Weidman、Tamiris、 そ してWigrnanoこ の人

々 が独 自 の芸 術 形 式 を出 現 させ た。

 こ の モダ ン ・ダ ンス は どの よ うに 定 義 づ け られ る の だ

ろ うか。

 モダ ソ ・ダ ソス は 、 ク ラ シ ック ・バ レエ の形 式 主 義 、

退 廃 、きま り きった 振 付 と作 品 に反 逆 した ダ ンス形 式 と

み られ て い る。 モダ ン ・ダ ンス は 、今 日的 で絶 えず 変 化

す る現 代 の真 実 の概 念 的存 在 とみ る こ とが で き る。 そ し

て モ ダ ン ・ダ ンスは 自 然 な 、表 現 的 な 、基 本 的 な 運動 を

基 盤 に して い る。 そ れ に よ って 、 ダ ンサー は幅 広 い 範 囲

の感 情 を表 現 で きる。

 モ ダ ン ・ダ ンス の 目的 は 、Martinの い うように、スペ

ク タ クル で はな く、 情緒 的 体 験 の伝 達 に あ る とい える。

ま たモダ ン ・ダ ンス を 特色 づ け る決 定 的 要 素 はfreedom

で あ る。 初 期 の モ ダ ン ・ダ ンサ ー は パ レェ の訓練 をさけ、

ク ラ シ ック ・パ レェ とは全 く異 る振 付 の ア プ ロー チ を し

た が 、 あ る意味 で そ れ が モ ダ ン ・ダ ンス の新 し さで あ っ

た 。

IV J. Martinの 定 義 と の 比 較 考 察

 以 上 の よ うに 見 て き たモ ダ ン ・ダ ソス の諸概 念 と定 義

を 、問 題提 起 したJ.Martinの 定 義 と比 較 しな が ら考 察

をす す めて い きた い。

 まず 第1に 、Martinが モダ ン ・ダ ンス の 目的 は 舞 踊

家 の 美的 ・情緒 的概 念 の伝 達(内 面 性 の 伝達)で あ る と し

た点 につ い てみ てい く。 この点 に 関 して は 、 斑で と りあ

げ たす べ て の人 がMartinの 定 義 を引用 しなが ら語 つ て い

る 。Loveは 情緒 的 ・知 的 態度 を表 現 す る、Stewartは 不

可解 な 精 神 衝動 を明 らか にす る、Horstは 感 情 や 思 想 を

表 現 す る、Maynardは ダ ンサ ー の個 人 的 ・内的 声 明 を表

現 す る 、Cohenは 個 人 的 体験 を 表現 す る、Krausは 情緒

的 体 験 を表現 す る、 そ の 伝達 手 段 と して モ ダ ン ・ダ ンス

をと らえて い る。 多 くの支 持 を得 たMartinの この指摘 は、

舞 踊 を時代 に生 き る人 間 の も の に し た い とす る 舞踊 の

近 代 化 の核 心 をつ い た もの で あ っ た とい え る。

つ ぎ に 成立 要 因(movement、metakinesis、Dynamism、

Form)に ついてみ ると、Loveの 定 義 はぴ った りと重 な りあ

うほ どに類 似 して い るが 、 そ の 他 の 人 々は この 要因 の す

べ てに 関 して 論 じて は い な い。Stewartは モ ダ ソ ・ダ ソ
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ス の媒 体 はmovementで あ り、そ れ は 情 緒 的 体 験 を表 現

で きる もの で あ る(す なわ ちMartinの い うmetakinesis

を も って い る)と 語 ってい る。Horstはdynamismとmove.

mentに ふ れ て い る 。 す な わ ち 、 モダ ン ・ダ ンスはスピー

ド 、緊 張 、不 協 和 音 を用 い る こ とに よ って 、肉体 をdyna-

micsに 変 え、dynamismを もった運 動 によ って時 代 を反 映

す る表 現 を した 。 ま た モ ダ ン ・ダ ンス のmovement

は 、 衝 動 とか 欲 求 とか生 きて い る 人間 の 反応 を美 的形式

に表 現 す る た め に抽 象 化 され る と語 って い る。Maynard

は 、モダ ン・ダ ソスの 形 式 構 造 はdynamlsm、metakInesls、

movement、formか らつ くられ ると、Martinの 定 義 か ら引

用 して羅 列 的 に と りあ げて い るだ け で あ る。 そ してCo-

henとKrausは 、 こ の成 立 要 因 に つ い ては とく にふ れ て

い な い が 、movementに つ いてCohenは 、モダ ン ・ダ ンスの

動 きは 個 人 的 体 験 を外面 化 す るた め に つ く られるとのべ 、

Krausは 、 モ ダ ン ・ダ ンス は 自然 な 、 表 現 的 な 、基 本 的

な運 動 を基 盤 に して い る と語 って い る。

 さて 、Martinが モ ダ ン ・ダ ソス はromantisを も超 え

よ う と した ダ ソス で あ る と した点 に つ い て 考察 す る。

 Martmは 、 モダソ ・ダンス とromantic danceの 内容的

相違 を次 の よ うに と ら えて い る。 前 者 は ロマ ン派 の 音楽
(11)

に喚起 され る生命 の喜 こび、胱惚感 の表現 であり 、後者

は、機械化 された時 代に対す るさまざまな不満 と苦悩の
(12)

表 現であ るQ.さ らにDuncanは 現実に感情的体験 をする
(13)

ことを主張 し、感 情 をひ き起すために音楽 を用 いたとし、

モ ダ ソ ・ダ ンスは瞬 時的感情ではな く、舞踊家の概念 の
(14)

具 現 化 を め ざ した と のべ てい る 。

 この 点 に つ い て は 、Cohen、Maynardを のぞ いた人 々、

Stewart、Horst、Kraus、Loveら は 、1920年 代以 降 の

Wlgman、Grahamら の舞 踊 をモダ ン ・ダ ンス と し、当然Dun-

canら の舞 踊 を超 えよ うとした とい うMartlnの 立場 を とっ

て いる。これに対 しMaynardとCohenは 、ダ ンカンとデ ニス ら

をモダ ン ・ダ ンス の 創 始 者 と し、次 の世 代 をモ ダ ン ・ダ ン

ス の開 花 期 とみ て い る。 しか し、Maynardは 、モダ ン ・ダ

ンスはdynamlsm、metakines is、movement、formの 要 素

か らつ く られ た と し、 ま たCohenは 、 モ ダ ン ・ダ ンスは

表 現 そ れ 自身 を目 的 とす るの で はな く、伝 達 を意 図す る

と語 って い る こ と をあ わせ て考 える な らば 、矛 盾 して い

る よ う に思 わ れ るQと い うの は、 ダ ン カ ン とデ ニ ス らは、

伝統 と い う枷 を と りは ら って 、 自 由な 表 現 、新 しい表 現

をす る こ と を試 み た が 、表 現 内容 に あ った独 自 の形式 を

獲 得 しな か った し、伝 達 す る こ と を 目的 としては い なかっ

た か らで ある 。 した が って 、厳 密 な 意 味 で の第1世 代 と

は い え な い の で は な い か。Cohenは 、 さ らに 、モ ダ ン ・

ダ ンスの独 自 性 とは 全 く異 って い る新 しい入 々をDunLan、

Denishawn、Graham、Humphreyら と同じに考 えてよいか疑

問 で あ る と しな が らも 、 モダ ン ・ダ ンス はひ とつ の見 解

で あ り、現 代 世界 が 変 化 す る時 、 モ ダ ン ・ダ ンス も変 化

す る と結 論づ けて い るが 、 そ うす る と、 ダ ン カ ソか らイ

ボ ンヌ ・レイ ー ナ まで 、 さ らに は 世界 と共 に 変化 す る舞

踊 す べ て を、 モ ダ ン ・ダ ンス とす る こ と にな る の では な

か ろ うか 。

こ れ に対 しMartlnの 場 合 は 、『Dance Encyclopedia』

(P.44)に おい てHumphreyの 亡 くな った1958年 を アメ リ

カ ・モダ ン ・ダソス の終 りの時 と し、 そ の後 のNikolais

やShearerら を新 しい舞 踊 すなわちcomtemporary dance

で あ る と、 非 常 に狭 く限 定 して い る。 しか し、ア メ リカ ・

モ ダ ン ・ダ ンス は1960年 代 に入 って 、終 焉 の時 を迎 え た

ので あ ろ うか 。

 ドイ ツ ・モ ダ ン ・ダ ンス の場 合 は 、F. Reinaが 「第

2次 大 戦後 、 ドイ ツの 人 々は バ レエ に渇 仰 す る こ と激 し

く……自 由舞 踊 の パ イ オ ニ アた ち は憤 重 に後 退 す る こ と
(15)

を余 儀 な く され た」 と語 って い るよ うに 、 また ホ ルス トゼ

コグ ラー・が 「 ドイ ツ ・モ デ ル ヌ ・タ ン ツは 崩 壊 の 過程 す

ら残 さず に亡 び 去 り、戦 後 の ソ連 と イギ リス か らのバ レ
(16)

エ団 の来 独 が そ れに 拍車 をか け た」 と語 った よ うに 、 ド

イ ツ ・モ ダ ソ ・ダ ン スの 終 焉 は 第2次 大 戦後 とい え るで

あ ろ う。

 しか し、 ア メ リカ の場 合 は 「現 代 舞 踊 とい う場合 、 モ

ダ ン ・ダ ンス も ポス ト ・モ ダ ン ・ダ ンス も現 在 演 じ られ

てい る。 つ ま り歴 史 は線型 的 には 動 い て い ず 、 現 代 の ア

メ リカ舞 踊 界 の 切 断 面 を見 ると、 や は りモ ダ ン ・ダ ン ス
(17)

の方 が 定 着 して い る感 じが す る」 とい う こ との方 が真 実

で あ る と思 わ れ る。

Maynardは この点 に つ い て 、 今 日の モ ダ ン ・ダ ン ス は
“
modern”と い うタイ トル に ふ さわ し くな い一 般 的 な もの

とな った の で 、 よ りふ さ わ しい タイ トル をみ つ け る必 要

が あ る とい う。 つ ま りMaynardは 、 モ ダ ン ・ダ ンス の表

現 性 を否定 して あ らわ れ た新 しい舞 踊 こ そ"modern"と

い うタ イ トル にふ さ わ しい と考 え てい る ので あ ろ うか 。

 この新 しい舞 踊 は 、Nonliteral danceと かポス ト・モ

ダ ン ・ダ ンス とか呼 ば れ て い る。M. J.Turnerは 、1950年
(18)

代 初 期 に 現 わ れ た 舞 踊 を 、Nonllteral danceと 呼 び 、 そ

の パ イ オ ニ ア と してNlkolals、Cunnlngham、Shearerを 、

そ の後 に続 い た人 々 と して はHawkin、M. Louls、Paul Tay-

lorを あ げ て い る。 そ して1962～1967年 に か け て ジ ュ ド

ソ ン教 会 で活 動 を して い た 最 先 端 を い く人 々、Y . Ralner、
(19)

D.Hay、MMonkら をもそ こに含 めている。M Kirbyは 、 モ

ダンPン スの内 面 性 を否定 し、さ らにCunningham、Niko-

lassを 批判 して あ らわ れ た ポ ス ト ・モ ダ ン ・ ソス の特

徴 を、 ダ ソ シー な 動 き を欠 い て い る こ とに あ る とい う(20)。

こ の待 徴 に 関 して は 、Turnerが さ らに詳 細 に分 析 して 、

次 の こ と をあ げ て い る。(21)

(1)舞踊 家 に不 可欠 で あ った技 術 の拒 否 。

(2)芸 術 と生 活 は同 一で あ る とい う信 念 。

(3)一時 的計 画 の も とに 、 一連 の無 関係 な動 作 を結 合 す

 る こ とに よる動 き とイ ベ ン トの 成 り行 き。

(4)多 くの活 動 形 式 を同 時 に 用 い る。

(5)その 活 動 に 演 出 が あ る こ と。

(6)観客 と演者 の 距 離 をな くす こ と。

(7)構成 に必要 と され た 内 容 と形式 の 拒 絶 。

(8)演ず る とい う思 惑 な しに そ の瞬 間 の 作 品 を作 るこ と。
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(9)舞 踊 の初 ま りと終 り を作 らな い こ と。

 この よ う に分 析 され る現 代 の最 先 端 まで くる と、 「何

が そ れ ほ ど異 って い る の か とい う と、 ま さ に すべ て で あ

る」 とCohenが 言 ってい るよ うに、Martinの い うモ ダ ン ・

ダ ソス は完 全 に 姿 を消 す 。 つ ま り、舞 踊 は 内面 性 の伝 達

の た め で は な く、動 きは 個 人 の体 験 を表 現 す るもの で は

な く 、contractionとrelease、fallとrecoveryが もた ら

すdynamismも な く 、形 式 もな くな ったの で あ る。 した

が って 、最先 端 に あ る現 代 の舞 踊 はモ ダ ソ ・ダ ンス に 入

らな い。 しかしM.B. Siegelは 、パ レェ を世 界 最 大 の害 悪

とす る考 えが 、 今 日 で も若 い ダ ンサ ー の 中 に残 って い る

こ と に驚 きつ つ も、 こ の よ うな ダ ンサ ー がい る限 り、 モ

ダ ン ・ダ ンスは 消 え去 る こ とは な い で あ ろ う と前置 き し

て次 の よ うに述 べ て い る。 「 モ ダ ン ・ダ ソス の定 義 と し

て適 当 な ものが今 までに なかっ た 。 常 に変 化 す る、 新 しい

形 式 や 主題 や 動 き を常 に追 求 す る とい う意 味 を含 む も の

をの ぞ い て は 。現 在 一 に モダ ン ・ダ ンス と考 え られ て

い る もの は 、最 高 の モ ダ ン ・ダ ン ス で はな い。 私 が 実 験

的 振 付 師 と呼 ぶほ とん どの人が、慣 習 的 形 式 や 傾 向 を示 さ

な い モダ ソ ・ダ サ(22)であ る・ モ ダ ソ ・ダ ンス はひ とつ

の 技 術 で は ない。」Siegelは 先 にふれたCohenやMaynard

と同 様 に 、モ ダ ソ ・ダ ンス を広 義 に と らえ現 代 の舞 踊 を

も含 めて い こ う と して い る よ うで あ る。 こ れ は、 過 去40

へ50年 に モダ ン ・ダ ソス が 成 し遂 げ た こ と を評 価 した上

で 、 モ ダ ン ・ダ ンス を新 た に定 義 し ょう とす る動 向 であ

り 、1960年 代後 半 か ら あ らわ れ て きて い る。 こ れ らの人

々は 、世界 の変 動 と共 に 新 し い様 式 を追 求 す る 姿 勢 、

Cohenの 言 う「現 代 の 世 界 に お け る芸 術 の機 能 に 向 う姿

勢 」 に共 通 の視 点 を向 け て い る。

 Martin自 身 は、自分 の定 義 の 範 囲 を1950年 代 ま で に限

定 し、Nikolaisら の 舞 踊 をモ ダ ソ ・ダ ンス と して いない。

またTurnerはNikolaisやCunninghamを ・モダ ン ・ダ ン

ス 以 後 のNonliteral danceの パ イオ ニアで あ る と して 同

じ立 場 を示 し、Kirbyは 彼 らを まだ モ ダ ソ ・ダ ンス に属

す る も の と し、彼 ら以 後 の 人 々 を ポス ト ・モ ダ ン ・ダ ソ

ス として いる。そ うす る とここでCunninghamやNikolaisの

舞踊 が 、モダ ソ ・ダ ンス の定 義 に あ ては ま るか ど うか 、

ま た 逆 に彼 らの 舞 踊 もモ ダ ソ ・ダ ソス とされるな らMar-

wtinの 定 義 は 正 当 で あ るのか ど うか とい った 問 題が で

て くる ので あ る。

 今 回 の考 察 によって、Martinの 定 義 が 重要 な 影響 力 を

も っ て いた こ とを事 実 と して確 認 す る ことは で きた 。 ま

た 、Martinの 定 義 は 、Cunn inghamやNikolaisを 包含 しよ

う とす る時 、矛 盾 が生 ず る こ と も判 明 した 。つま り、Cun-

ninghamやNikolaisを 含む もの と して、さ らにはNonlit-

eral Danceポ ス ト ・モダ ソ ・ダ ソス と呼 ば れ る人 々 を

も含 む もの と して モ ダ ン ・ダ ンス を定 義 づ け るな らば 、

Martinの 定 義 は正 統 性 を失 うの で あ るが 、 その 時 モ ダ

ン ・ダ ンス は どの よ うな過 程 をへ て 再 定 義 され るの で あ

ろ うか 。

 この 点 に関 す る 考察 は 今 後 の 課題 と して研 究 を深 め て

いきたい。
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